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近年温暖化の影響により、暑熱環境が厳しくなってきており、夏期には飼料

摂取量の減少に伴う産卵率低下、発育低下を招いたり、ストレス等により事

故率が上昇する事例が多く見られます。 

対策としては、屋根に散水したり、換気を行ったり、屋根に反射材を塗布す

るなどの対策が講じられていますが、それぞれ課題が生じています。 

その中で、新しい考え方の暑熱対策塗料が開発されており、現地で確認試験

を行いました。 

 

 

 

 



試験塗料はアルバー工業社製の「タフコート」D47を用いています。試験期

間は夏季の７月から９月ですが、１０月からも継続的に生産成績をモニタリ

ングしました。 

試験場所としては畜産研究所で、ウィンドレス鶏舎の屋根に塗料を塗布した

区を試験区として設定しました。 

調査項目としては、鶏舎環境に関わるモニタリングを行うとともに、産卵成

績および電力消費量等を調査しました。 

 

 

 

 

試験設置状況としては写真の通りです。 

試験区の塗料色については対照区との比較がしやすいように元の色に近い

ものを選択しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鶏舎環境の改善効果について各種センサを取り付けています。 

屋根の表面温度については、屋根の中央部に温度センサを１ヶ所、屋根裏の

左右に温度センサを２ヶ所、採卵鶏のケージに左右２ヶ所に温湿度センサを

設置しています。また、消費した電力量を測定するため、電力盤にセンサを

設置しています。 

 

 

 

 

 

 

こちらの図はセンサの設置位置を側面から見たものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



この図は、９月中の屋根の表面温度変化をまとめたものです。 

試験区の方が、大きいときは約２０度以上温度上昇が抑えられています。 

また、最低気温については両区とも同様に推移しており、２５度以上になる

ような状況下で低減作用があることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

この図は、試験期間の３ヶ月間における屋根表面温度の月平均温度を示して

います。最低気温については特に差はありませんが、試験区の方が最高気温

については約１０度以上低くなりました。また、平均気温についても約３度

前後の差がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

この図は同様に試験期間中の屋根裏温度の変化を取りまとめたものです。 

場所による差異はあるものの、試験区の方が低く推移しており、最高気温に

ついては約５度、平均気温で約３度低減効果が見られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図は試験期間中の鶏舎内の温度及び湿度を示したものです。 

両区とも空調設備があることもあり、温度及び湿度の差はありませんでした。 

しかしながら、９／１１に対照区の制御盤が落雷により故障しており、対照

区の方が約３度高くなっています。 

湿度については温度と関連性が高く、温度が高いと低い傾向にありました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

この図は試験期間中の電力使用量を示したものです。 

曇天時は差がなかったものの、晴天時は試験区の方が約１割電力使用量は少

なくなりました。 

しかしながら、９／１１の落雷により対照区の電力盤が故障したため、それ

以降の比較はできませんが、電力コストが低減される効果が示唆されました。 

 

 

 

 

 

 

同時に生産性試験も行っており、概要のように産卵成績および卵質について

調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

これは、全期間中の産卵成績です。産卵率、卵重、産卵日量は試験区で高く

なり、産卵率と産卵日量については統計的にも差が認められました。 

さらに、飼料摂取量は試験区で有意に少なくなりましたが、飼料要求率も試

験区で低くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

卵質調査の結果については、特に差は認められませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

以上より、屋根に暑熱対策塗料を塗布することで、鶏舎内温度差が低減され

ることにより、鶏への環境ストレスが低減され、産卵率の向上、産卵日量の

増加、飼料摂取量の低減、飼料要求率の減少に効果があることが考えられま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験としては夏季に限定しましたが、冬季にわたる効果についても確認する

ため、翌年の２月まで、調査項目を絞った形で試験を継続しました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

この図は、夏季からの屋根表面温度の推移を示したものです。冬季について

も夏季と同様に最高気温は試験区の方が低く推移しましたが、夏季より差は

多くなり、１１月では約２０度以上の差がありました。 

平均気温については、５度前後の差となりました。最低気温についてはほと

んど差はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

この図は、夏季からの屋根裏温度の推移を示したものです。最高気温は１０

月で試験区の方が約２度低くなりましたが、それ以降は特に差はありません

でした。 

 

 

 

 

 

 



 

 

この図は、夏季からの鶏舎内の温度の推移を示したものです。夏季について

は試験区の方が低くなる傾向にありました。 

しかしながら、１１月からは試験区の方が高くなっており、最低気温につい

ては２度前後の差が認められ、防寒効果も伺えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続試験でも生産性を調査しましたが、調査項目は産卵成績のみとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

この表は冬季全期間にわたる調査項目の平均値を示しています。卵重は大き

な差は認められませんでしたが、産卵率および産卵日量については試験区の

方が向上する傾向にありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

産卵率については、いずれの月においても試験駆区のほうが良好となりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

卵重については特に差は認められませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産卵日量についてはいずれの時期についても試験区が多い傾向にありまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

以上のように冬季については、寒暖ストレスが軽減されることにより、産卵

率の向上および産卵日量の増加につながると考えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

今年度も継続して試験を行う予定ですが、前年度のウィンドレス鶏舎と異な

る構造であるセミウィンドウレス鶏舎での効果確認を行う予定です。 

また、汎用性の検討ということで、飼料タンクに塗布し、高温期の飼料変敗

の抑制効果について検討します。 

さらに、経年劣化を確認するため、前年度鶏舎での継続モニタリング調査を

行います。 

課題については、経費に見合う効果を考えていく中では、耐久性（経年劣化

の有無）および汎用性の検討が必要です。また、今回の結果を検証し、どう

いった反応によりもたらされているかを解明する必要があります。 

 


